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平成26年に発生した熱中症の事例
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　平成２６年、熱中症による休業４日以上の労働災害は46人（1月
31日現在の速報値）であり、前年に比べて減少しました。業種別では、
建設業が5割を占め、そのほか小売業、警備業など幅広い業種で発生
しています。また、屋外作業に限らず、屋内作業においても発生して
います。
　熱中症に対しては、正しい知識と適切な予防対策や応急処置が
必要です。本格的な夏を迎える前から、熱中症の予防対策を計画的に
進めましょう。

25
2
12

14
0
9

22
1
10

27
1
14

13
1
6

61
2
13

46
0
22

40
1
18

49
0
26

46
1
23

気温は、東京管区気象台の所在する千代田区のものであり、参考です。

25.9
(27.9)

6月
11時台 9日建築工事業

気温（℃）
（最高気温）

発生月
時間帯 被災程度業種 発　生　状　況

３階床スラブ上にてコンクリート打設の合番作業中、
暑さにより熱中症になった。

32.7
(34.2)

7月
14時台 4日小売業 屋内外に設置された飲料自動販売機のルートセール

ス中、体調が悪くなり熱中症と診断された。
26.1
(28.0)

7月
17時台 5日出版業 セミナーを開催していた会場にて什器の設置作業中、人員

不足で休憩を取らなかった結果、熱疲労の症状となった。
31.0
(32.9)

7月
16時台 7日土木工事業 広場整備工事現場にて土木作業後の片づけ中、気分

が悪くなり熱中症による腎不全と診断された。
31.0
(32.5)

7月
16時台 5日建築工事業 建築工事現場にて測量作業中、突然体が硬直して倒

れ、熱中症と診断された。
29.3
(33.1)

7月
20時台 4日倉庫業 倉庫内にて荷の運搬作業中、体調が悪くなり熱中症と

診断された。
30.9
(34.6)

7月
19時台 10日警備業 警備先の公園にて警備中、低酸素状態となり倒れ熱中

症と診断された。
33.9
(36.1)

8月
16時台 6日建築工事業 外構工事中、体調が悪くなり高熱があったにもかかわ

らず勤務を続け、その後熱中症と診断された。
33.0
(34.5)

8月
16時台 30日建築工事業 足場解体現場にて解体した足場材をトラックに積込

作業中、ふらついて倒れた。

● 寝不足
● 朝食抜き
● 二日酔い
● 不慣れ
● ガマン…




